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１．本事業の概要と実施体制

２．２０２５年度の研究成果

①残油水素化脱硫プロセス(RDS)を活用したバイオ
マス油共処理触媒の開発

②木質バイオマス油の水素化前処理と水素化分解
     (HDC)共処理によるSAF製造技術の開発

③木質バイオマス油と石油系原料の共処理に関する
     共通基盤技術の開発
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２-① RDSを活用したバイオマス油共処理触媒開発

＜解決すべき課題＞

木質バイオマス油をRDSプロセスで共処理する場合、触媒被毒要因となる
   無機分の除去、およびオレフィン重合の抑制

＜取り組み内容＞

➢無機分を効果的に除去し、重合による閉塞が抑制可能なRDS触媒の設計・開発

➢既存パイロット装置の材質変更による共処理試験が可能な評価体制を確立
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研究スケジュール
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事業の進捗・成果（耐食性評価設備等の構築）

＜①既設装置材質対応＞

木質バイオマス油は水分を含み、塩素分も存在する可能性があるため高温
で応力腐食割れの懸念がある

→パイロット試験装置の高温・高圧部の材質を耐塩素性材質(インコネル)に変更。
         26年２月に工事完了。 

＜今後の予定＞

パイロット試験装置による共処理試験を実施し、課題を抽出する
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研究スケジュール



研究スケジュール
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